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重水素実験に反対する理由

1．3．11福島原発事故の教訓

放射性物質、放射線（中性子線）、放射性廃棄物を新に発生させる重水素実験を認め

ることは、3．11事故の悲惨さから何も学んでいないのではないでしょうか？もう放射

能はこれ以上発生させてはならないというのが率直な市民の思いです。

2．　中性子と中性子線の問題

当初計画では、1回10秒間の重水素実験を1回3秒に変更しました。変更後の実験計

画でも、中性子の年間最大発生量は1999年に起きた東海村JCO臨界事故の中性子発

生量の5倍です。核融合科学研究所（以下、「核融合研」という・。）の説明に反し、その

発生量は決して微量ではありません。

核融合研の2メートルのコンク，リートの壁と1，3メート／レの天井は、原発の建屋と

同じで、これほど厚いコンクリートでないと防げない婚どの中性子線量です。

このような強力な中性子線が発生する実験を住宅密集地で行うのは非常識です。

3．　中性子により作られる放射性物質と放射性廃棄物問題

発生する中性子は実験装置と建屋のコンクリートを放射化し、新に数：十種類の放射性

物質を産み＿出します。それらは実験が終わった後放射性廃棄物になります。その半減期

が100年以上のものが17種類もあります埼弘）0核融合研は40年間管理すれば安
全なレベルになると言いますが、これほどの放射性物質を産み出す核融合エネルギーが

ク’リーンなエネルギーと言えるでしょうか？

トリチウムの問題

変更後の実験計画では、年間最大で関5億ベクレル、1回3秒間の実験で1億ベクレ

ルの’トリチウムが発生すると■されています。この畳も微量ではありません。

（1）「トリチウムの安全な取り扱い技術が確立されているとは言えません」が核融合専

門家の見解（西川正史　九大教授）です。・また、．彼は、「いたずらに一（トリチウム

の）安全性を喧伝したりすること」にも危惧を表明してヤ、ます（資料2）。
川∧Lジ

盈



（2）　95％のトリチウムを描集する除去装置が可能だとの見解に対‾して疑問です。

原発や那珂核融合研究所の重水素実験でも．トリチウムは全量が海に放出されてき

たこと、富山大学や原子力機構の施設で実演があるとの説明ですが、それは重水素

実験の高温・高密度などの条件下での美顔ではありません。◆トリチウムは高温状態

では装置のステンレスの内部にも入り込む放射性物質でその動きを把握すること

すら困難であることがその理由です。

「トリチウムの挙動を予測あるいは把握することは非常に難しい」が小森所長や

核融合関係の専門家の共通の認識です

ないのに、その除去など不可能です。 （欝蔓）。
トリチウムの挙動すら把撞でき

（3）　トリチウムの生物影響研究が核融合研の共同研究として行われていました。そ

の中で「トリチウムが有機結合型トリチウムとなり、DNAに取り込まれた場合

にはβ線の届く範囲は細胞核内にほぼ限られるため、DNAが損傷を受ける確率

が高くなる」と指摘され、「今後トリチウムも含めて低線量・低線量率の生物影

、∵∵∴∵∴∴∴、・∴∴∴1∴1畢≠’∴．．

5．　不公正な安全評価委員会

核融合研の重水素実験計画の安全を確認した安全評価委員会の香草は、核融合研が選び、
核融合研の建屋の中で行われました。核融合推進の5名と原子力村の5名、委員応募者

（長年核融合研と連携して放射線測定をしてきた人）の11名が核融合研の理解考や占め

貞）0また、この内の2名は核融合研の内部組織である運営会叢のメ
準披

られています

ンバーで、人事 どの重要事項を決定してきた人です∴核融合研側に著しく偏った

構成で、その安全確執ま既定の結論でした。

この安全委員会の不公正な安全確認をよりどころに年度内同意の方針を打ち出してい

る3市と岐阜県こそ、公正な委員会を新に立ち上げ、検証を行う費任があります。・

6． 重水素実験の実施は核施設の集額につながる

東療では、原発から出る核のゴミ、高レベル放射性廃棄物を地下に処分する研究開発が

行われ、瑞浪市とそれに隣接する自治体に累計200億円の電源3故による交付金が出て

い草す。そこに加えて、，放射性物質、中性子、放射性廃棄物が実際に舞生する「重水素実
験」が実施されるなら、この地域は検分裂と核融合の2つの原子力施設をかかえることに

なりますロそして、やがては東海村と那珂市のように（警艶針次々と原子力関連事業
所がやってくることになりかねません。

私たちはそのような衝に住みたくないし、阜どもたちも帰ってはこないでしょう。

重水素実験を認めないことの大切な意味が、ここにあるのです。

∴
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ステンレス鋼材の疲射化により生成する放射性核種とその濃度
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ヘリカルコイルの放射化により生成する放射性核種とその濃度
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T 1 ．1 7 8 1 0 0 ％

γ 1 ．3 3 8 1 0 （）％

N ト5 9 7 ．5 E 4 年 E C 9 9 i ％ 1 ．4 5 E ・0 3 1 ．4 5 E ・0 8

β 十 18 ．4 7 5 男 i＿〉．｝

N i－68 ‖川 年 β・・
＿0 ．0 8 6 亨．O q ％ 」a 2 ．2 4 ∈＋0 0 2 ．1 1 E ィ、0 0

Z ト9 a 1ノ．5 ∈6 年 β、－ ） 8 ．0 8 2 ＞，9 5 ％ a 8 ，5 3 ∈－0 8 8 ．5 3 E ．・0 8

β－ 0 ．8 8 2 く 5 ％

N b ・9 2 8 ・2 e 7 年 臼ニ 7 ．8 （）E －8 8 7 ．8 （）E ・0 8

γ 0 ．5 8

丁 0 ．9 8 4

γ 0 －4 4 8

γ －0 ．9 0 4

γ 0 ．9 3 2

T 1 ．8 3 6

N b －g ヰ 乙 O e 4 年 ・ β・ 、＿．0 、．4 ア2 1 0 0 ％ a 1 ．3 5 E －0 1 1 ．8 5 E －0 1

γ 0 ．7 0 3 9 8 ％

γ 0 ．8 ア1 ・イ0 0 ％

N b －9 2 m 1 0 、1 4 日 E C 9 9 オ％ 2 ．0 7 E －0 9

β十 0 ．ヰ7 5 見舅

γ 0 ．g 3 4 9 9 ％

T 0 ．9 1 8 ．2 ％

γ 1 ．B 4 8 1 ％

N b －9 8 m 1 8 ．6 年 †T 7 ，8 6 E 十0 0 4 ．8 5 E 寸0 0

γ 0 、0 3

文献aは、「アイソトープ手帳」く社団法人　日本アイソトープ協会）

その他は、TabJ88f靂SOtOp871h8d経き¢n
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20（用年4月21EL職　放射化計常総黒

ポロイグルコイルの放射化により生成する放射健核種とその濃度

1000シ’ヨット後

水平ボートモデル
放 射 麓 搬 1モー1 4 （8 q ／らC ）以 上 に つ い て 表 示

●

●

●

●

●

●

墟 碍 半 減 期

鳩 墳 形 式 エ ネル

放 出 牢 文 献

ボ ロ イ ダ ル コ イ ル （O V ） ボ ロ イ グ ル コ イ ル （嘲 ポ ロ イ ダ ル コ イ ル （Ⅳ ）

1 年 後 の 放 ▼・1・○年 後 の 放 1 年 後 の 放 ， 1 p 年 後 の 放 1 年 後 の 放 ＝ ）年 後 の放

と放 射 線 ギ ー 射 隠 幾 度 射 能 温 ま 射 翳巨浪 度 射 隋 涛 度 射 隋 醸 射 熊 港 度

・1読 ■こ （M 8 Ⅵ （B q ／C e ） （8 q 座 C ） （B q ／C C ） （8 q ／¢C ） （B q ／¢C ） （8 q ／c c）

B i ．1 （I 1 ．6 8 6 年 β － l o ．6 5 5 l 1 ．1 1 E ・†1 1 て1 1 E ．1 1 l ‾ 1 ．ほ E ・1 1 1 ．1 さE －＝ 一　さ．7 8 E ＿H 、ヨ．7 6 E ＿1 1

C －1 4 5 ．7 5 0 8 年 β－ D ．1 5 6 】 1 0 0 ％
a 2 ．5 8 ∈・8 9　　 2 ．5 8 E 一口射　 8 ．0 5 E ・0 9 ∂．8 5 E －0 9 6 ．3 3 E －0 9 8 ．3 8 E －0 9

A l－2 8 7 ・2 ¢5 年 β＋ 1 ．1 7　　　　 8 2 ％ l a

】E C 1 8 ％

T 1 ．1 3 2 ％

T 1 ，8 0 9 1 0 0 ％

γ 0 ．5 1 1 β十に伴 う

S l－8 2 6 5 0 年 ノ β－ 0 ．2 1 3 4 ．5 ¢E ・1 2 ヰ．4 8 E ・1 2 4 ．7 5 E ・1 2 4 ．7 †E ・1 2 1 ご5 8 E －1 1 1 ．5 6 E －‖

P ・3 2 1 4 ．2 8 日 β － 1．7 1 1 0 ロ％　　 a a ．5 ヰE ・0 8 4 ．4 8 ∈・1 之 ヰ．2 9 E ・0 8 4 ．7 1E －1 2 9 ．0 5 ∈】0 8 1 ．5 ¢E ．1 1

P －3 3 2 5 ．3 日 β － 0 ．2 4 9 1 0 0 ％　 ．a J 5 ．け E ・0 7 5 ．4 8 E ・0 7 1 ．4 1 E ・0 6

S ．3 さ 8 7 ．5 日 切 8 ．1 8 7 1 0 ロ％ a 9 ．8 ヰE －0 5 1 ．2 〃E －0 4 2 ．0 2 E －0 4

C a －4 5 1 6 8 日 β－ 0 ．2 らア 1 （）D ％ a
l l ．5 2 E －0 2 1 ．5 8 E ・0 8 1 ．8 4 E 、や 2 1 ．8 5 E －0 8 ア．4 a E －0 2 7 ．4 7 E ・0 8

S e －4 6 8 3 ．8 1 日 β・ 0 ．3 5 7 1 【）0 ％ a 9 ．2 3 E －○さ 1．4 3 E －1 4 1 ．0 9 E 、0 2 †．6 9 E －1 ヰ 4 ．3 さE ＿0 2 6 ．丁4 E ・1 ヰ

下

γ

0 ．8 8 9 †0 0 ％

1 ．1 之1 1 8 ロ％

C 卜ら1 2 7 ，7 日 ∈C 1 0 0 ％ 哉 8 ．5 2 E ・0 6 8 ．8 （】E ・0 5 2 ．8 8 E ・0 4

T 0 ，3 2 1 0 ％

∨－X 0 ，甘口5

M n 、5 3 3 ．7 0 6 年 E C 1 0 0 ％ a 8 、5 0 E －0 卓 8 ．5 0 E ・0 8 8 ．9 2 E ・0 8 8 ．9 2 E れ0 8 2 ．9 ¢E ・0 7 2 ，9 8 E ・0 ア

M rト5 ◆ 3 1 2 ．2 日 E C 1 0 （】％ a 2 ．8 1 E ＋8 0 1 ；5 －6 E －q 3 2 ．0 7 E 轟0 0 1 ．4 0 E 、8 3 丁．2 6 E ＋0 0 4 ．9 1 E †0 3

T 0 ．8 a 5 1 ロ0 ％

C トX 0 ．0 0 5

F o ・5 5 2 ．7 3 年 ∈C 1 （）0 ％ a 4 ．8 ヰE キロl 4 ．7 4 亡十0 0 8 ．8 0 E ＋（‖ 8 ．6 8 E ＋0 0 1 ．2 5 E ヰ0 ヱ 1 ，2 2 E ＋0 1

M n ．× 0 ．O q 8

F e ・5 9 4 4 ．5 0 8

l

t

0 ．1 8 1 ・ 1 ％ i a 1 ．9 3 E －0 1 2 ．7 7 E －8 1 4 ．7 7 E ・0 1

か　　　　 0 ．2 7 ：ヲ 4 5 ％

β－ 0 ．4 6 8 5 8 ％

β ・ 飽

丁 0 ．1 4 3 1 ％

T 0 ．1 9 2 き％

T 1 ．0 9 9 5 7 ％

丁 1 ．2 9 2 4 3 ％

γ 他

F e －6 0 3 0 5 年 β・ 5，1 7 E ・1 2 5 ，1 7 E ・1 2 ＄．4 g E －†2 6 ．4 9 E ・1 2 1 ．¢5 E ・1 1 1 ．8 5 E ・1 1

G o －8 6 7 7 ．†日

】

E ニ

β 十 0 ，4 2 1

8 1 ％

1 ％

a 1 ．4 1 E ・0 5 1 ．5 0 E ・ロ5 5 ．0 6 E ・0 5

βヰ 1 ．4 8 】8 ％

γ 0 ．8 4 7 1 0 D ％

T 1 ．ロ8 8 1 ヰ％

T 1 ．2 8 8 6 8 ％

丁 1 ．7 7 り　 1 5 ％

γ 2 ．0 8 5 8 ％

T 2 ，8 9 p 1 7 ％

T 3 ．2 5 3 8 ％

丁 飽

T 0 ．5 1 1 β＋に 伴 う

F モ・X 8 ．0 （】8 n

C o ・5 7 2 ア1 ，8 日 ′ E C †0 （）％

†0 ％

a 4 、4 T E ・Q l 1 ．¢2 ∈一0 4 4 ．6 9 ∈－0 1 1 ．ロ7 E ・0 4 1 ．5 5 E ・ト8 0 3 ．5 a E ・0 4

T 0 ．0 †ヰ

丁 0 ．1 2 2 8 6 ％

T 0 ．t 3 8 †0 ％

、－、、



●

●

●

●

●

、●

F 争■X 8 ．D 8 8

C o 一石8 7 0 ．9 2 日 g ； 8 6 ％ l a ‘乱 1 象E ＋D O 3 ．5 6 E ・1 4 乙 7 9 ∈十0 0

1bヽ

5 ．1 6 E ・l ヰ 9 ．4 アE ＋0 0 1 ．1 ヰE ・1 8

β＋ 8 ．4 7 さ †5 ％

丁 0 ．8 1 1 9 9 ％

γ 0 ．8 8 4 8 ，6 8 ％

γ 1 ．8 7 5 0 ．5 2 ％

γ■・ 0 ．5 】1 β■に 伴 う

F e －X 0 ．8 0 8

C o ・6 0 5 ．2 7 年 β ・ ．Q ．3 1 8 1 ¢＿0 ％ a 1 ．a l ．E 十0 1 ヰ．0 0 E ．ト0 0 1 ．8 8 E ＋（＝ 8 ．7 7 E ＋0 0 2 ．8 5 E ＋0 1 乱 丁2 E ＋0 0

T l ．1 7 3 †0 0 ％

γ 1 ．8 8 a 1 0 0 ％

N l・古9 7 ．如 4 年 E C ．9 ≦）＋％ 3 二7 6 E －0 3 ■　 a ．7 6 E －0 3 5 ．1 2 E －O a 乱 1 2 E －0 3 8 、9 7 E －0 さ 臥9 7 E ■0 8

β＋ 0 ．4 7 5 国

N ト6 3 ＝ 10 年 β・ 0 ．ロ6 8 川 8 ％ a ア．0 9 E －0 1 8 ．6 8 E ・0 1 7 ．7 4 E ・0 1 7 、2 7 E ・0 1 1 ．7 g E 十0 0 1 ．＄8 E ＋¢○

Z 卜g 3 1 ．5 e 6 年 β・ 0 ．0 6 2 ＞ 9 5 ％ 8 1 ．9 らE ・0 8 1 ．9 5 E ・0 8 2 ．2 8 ∈・¢8 2 、2 ＄E －8 8 乱 1 9 E 一口8 9 ．1 g ∈・0 8

β－ 0 ．ロ9 2 ＜ 5 ％

Z r－9 5 6 4 ．0 ；2 月 β ・ 0 ．8 6 6 ＄ら％ a 3 ，0 5 ∈－0 5 3 ．1 9 E ・0 5 1 ．0 5 E ・0 ヰ

β・ 0 ．3 g 9 4 4 ％

β・ 0 ．8 8 7 1 ％

丁
0 ．7 2 4 4 4 ％

γ 8 ．7 5 7 5 5 ％

N b －g 2 さ，2 e 7 年 E C 1 ．8 2 E ・0 8 1 ．8 2 E ・0 8 1 ．g 4 E －0 8 1 ．9 ヰE －0 8 7 ．8 ほ －0 8 ア．8 1 E ・D l

丁 0 ．5 【；

丁
0 ．9 3 i

7 ． 0 ．ヰ4 8

T 0 ．9 0 4

T 0 ．g 3 2 】

T 1 ．8 3 8

N b ・9 4 2 ．0 0 4 年 β－ 0 ．ヰ7 之 1 0 0 ％ a 6 ．a 9 仁一8 2 6 ．3 9 E ・0 之 †．ロ7 E －0 1 1 ．0 7 E －0 1 2 ，3 1 E －O l 2 ．8 1 E ・0 1

丁 0 ．7 D 3 9 計％

T 8 ．8 ア1 1 0 0 ％

N b L 9 5 8 4 ．9 7 日 β－ 0 ．1 ら 1■0 0 ％ a 7 ．7 1 E －0 5 8 ．8 5 E ・ロ8 乙6 8 E －0 ヰ

γ 8 ．7 6 】0 0 ％

N b 一泊 m 1 き．6 年 17 3 ．g 8 E ナ8 ¢ 2 ．5 0 E ＋0 0 4 ．8 4 E 十0 0 2 ．9 8 E ＋0 0 †．古8 ∈ヰO l 9 ．8 8 ∈＋8 ¢

丁 0 ．O a

M 8 ・9 8 3 ．8 8 8 年 鱒 8 ．6 d E ・0 8 6 ．5 9 E －0 8 6 ．8 0 E －8 6 6 ．曾8 E ・0 6 2 ．2 ℡E ・0 5 2 ．2 アE ・0 8

T c ・9 9 2 ．1 1 8 5 年 β － 0 ．2 9 4 1 0 0 ％ a 2 ．5 1 E －0 ヰ 2 ．S I E ・0 4 3 ．6 1 E ・0 4 8 ．8 1 E －0 4 6 ．3 1 E ・O q 8 ．き3 E ・0 ヰ

7．23E＋01 9．80E木01 1．ら2E■ト01 1．8gE＋¢2 3．2らE＋Ol

文献aは、rアイソトーブ宇帳」（社団法人　日本アイソトープ怖会）

その他は、T軸kローIsロtOPe7thedl紬n
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COn【汀8旭

2000年4月Zl日放　放射化計算結果r

コンクリートの放射化により生成する放射性核種とその濃度

10（）0ショット後　　　つ　　　川00ショット汲

水平ポートモデル　　　　　重液ポートモデル
放 射 綻 熟度 †e ・14 （B q ／c G＝よ上 に つ いて表 示

●

●

●

●

●

●

●

●

●

椴 碍 半減 期

放 射線

梼 砕

工ネ ル

ギ ー

放 揖串 文㈲

垣 コン ク リー ト 床 コ ンク リー ト

1 年後 の放 射 1 8年 後 の放 射 1 年後 の放射 1 0 年後 の 放射

（M eV ） 鮭 濃度 （8 q／¢C）鮭漁 監 （8 q 座c ）樹 皮 （8 q／¢C）能熱 度 岬 q ／¢e〉

8 e－10 1．6 E e；年 】β－ 0 ．5 5 5 8 ．8 8 E －1 こ） 8－0 8 E －1a l　 3，7 6 E ・1 2 3 ．7 6 E ・12

C －14 5 ．7 3 〔－3年 β・ 0 ．15 8 1 0ロ％ a 2 ．1 6 E －0 5 2 ．15 E －0 5 】　 8 ．18 E －0 5 8 ．17 E －けち

N a■2 2 2 ．6 0 2 年 β＋ 8 ．5 4 6 9 8 ％ a 3 ．g lE －05 8 ．5 6 E －08 1．84 E －0 4 1．8 8 E ・¢S

丘こ ．10 ％

T 1 ．2 7ら 1 0 0 ％ l

γ 0 ．計＝ βヰに伴 う

A ト2（； 7 ．2 E 5 年 β＋ 1 ．17 8 2 ％ a 2 ．5 8 E －10－ 2．5 8 E －1 0 1 ．2 2 E ．D g 1 ．2 2 E －0 9

E C 1 8 ％

γ 1．1 ∂ 2 ％

γ 1 ．8 0 9 1 0 D ％

γ D ．5 †1 β十に伴 う

5 ト8 2 8 5 8 年 β－ ロ，2 13 6 ．05 E －1 3 6 ，0 0 E －13 2 ．84 E 【1 2 2 ．8 1 E －1；≧

P －3 2 1 4 ．2 6 8 β－ 1 ．7 1 1 0 0 ％ a 7 ．8 3 E －1 0 5 ．99 E ・1 3 8 ．64 E －09 2 ．8 1 E ・1 2

P －83 2 5 ．8 日　 － β一 0 ．24 9 l †8 0 ％
a ∂．7 8 E －8 8 1．朗膵 ＿0 7

S ＿35 8 7 ．5 日 β－ 0 ．1す7 1 0 0 ％ a 1．8 8 E ・0 3 5 ．0 8 E －D ：〉 乙 8¢E －1ヰ

C ト8 6 3 ．0 ほ 5 年 β－ 0 ．7 0 g 8 8 ％ 8 1．3 7 E －8 7 1．8 7 ∈・0 7 5 ．35 E ．0 7 き．きき∈一D 7

［C 2％

A ト3 7 3 5 ．8 4 日 E ； T¢ロ％ 王　 a ．5 ．7 8 ∈－8 ヰ 乱封憶 ．¢3

C トX 0 ．0 0き

A r－3 9 2 ∂8 年 β・ 8 ．5 餌 ‘ ・ Z ．5 7E ・04 2 ．5 1 E －0 ヰ 1 ．2 8 E －0 8 了，2 2 だ－8 8

K ．4 0 1 ．28 E 9年 β－ 1，a l　　　 寧9 ％ a 8 ．5 8 E －0 1 8、5 8 ∈－0 1 8 ．5 8 E －D l 8 ．5 8 E －0 1

白〇 1 1幻

T 1 ．ヰ8 1 1 1％

C a－4 1　 1．0 E 5 年 巳： 【 1，6 アE －0 4 1 ．6 7 E －0 4 6 ．2 4 E －0 4 6 ．2ヰ〔－¢4

C a 司5　 18 5 日 β－ 0 ．2 5 7 1 0 0 ％ a 3 ．6 8 E ・0 1 3 、アロE －0 7 1 ，87 E ＋0 0 1 ．3 8 E ・D6

C r－5 1 2 7 ．7 日 E ： 10 0 ％ 尋 2 ．12 E －0 8 9 ．8 7 仁一0 8

γ 0 ．8 2 1 0 ％

V －X 0 ．0 【I5

M n－5 3 3．7E 6年 EC 1 0 0 ％ a 2 ．0 3 E ・1 1 2 ．03 E －1 0 9 ．54 E －1 1 9．54 E ・11

M n－64 3 1 2 ．2 日 E C 1 0 0 ％ a 4 ．24 E －0 4 乙8 7 E －0 7 乙0 ∂E －0 3 1．3 7 ∈．0 8

T 0 ．83 5 1 （〉0 ％

C ト× 0 ．0 0 5

F e ．5 5 2 ．悶 年 E C 1 0 0 ％ 邑 乙 24 E ．0 1 2 ．1 9 E －0 2 8 ．さ8E －0 1 8 ．之1 E －0 2

M n－× 0 ．0 0 ei

F e ＿59 4 4 ．5 ロ月 β・ 8 ▲18 1 1％ a J 6 ．一4 1E －04 ・2 ．45 E －0 3

β－ 0．2 7 3 ヰ5 ％ ■

β一 0 ．4 6 6 5 さ％

】β・ 鹿 i

γ 8 ．1ヰ3 1％ j

γ 0 ．用 2 靂 計弘 王 】 l

γ 1 ．P 99 き　　 5 7 ％　　 l 】 】 蔓

l γ　 1 ’1．2 9 2 l 4 3 ％ 1 l 】 l l

l T　 l舵　 l l ‡ l 】 】 l

1，45EヰOD

岬q／cc）

8，80E・01 3．08E十0（I 9．ヰ之E－01

文献a tま、rアイソトープ手帳」（社団法人　日本アイソトープ協会）

その他は、T姦b始of始Olope7thedt紬∩
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核融合炉安全性研究についてもう少し言及を！

九州大学　田辺哲朗、西川正史

核融合炉では放射性同位元素であるトリチウム（T）を大量に取扱う必要が

あるにもかかわらず、放射能的にクリーンであると強調されすぎているきらい

があるように思うのは私だけでしょうか？確かに、核融合炉は、核の灰をつく

らず、まき散らさない点において原子炉よりはるかに安全なシステムと言えま

す。しかし、実際に核融合炉で燃料サイクルとして循環使用されるトリチウム

の総量は、重さにすればわずか数kg程度ですが、放射能レベルで言えば101唱q

（＝100PBq；1秒間に1017のβ電子を発生させる）という想像を絶する量で

す。このため、ITERのような実験炉でも、わずか100回程度のDT放電でそ

の立地での使用許可量を超えるトリチウムが真空容器内に蓄積されてし童い、

頻繁にその除去作業を余儀なくされるどして、安全性・経済性の観点からの核

融合炉の実現を危倶する声すらあります。

このような多量のトリチウムを取り扱った経験は、日本はおろか世界にも（軍

事研究を除けば）全く無く、その安全な取り扱い技術が確立されてレ

えません。

）るとは言

リチウムの放射性同位元素としての特性、 またその安全 生につい

ても十分理解さているとは言えません。昨年行われた放射線規制法の改正によ

りT使用規制量の大幅な緩和が行われたことからも明らかなように、Tの放射
線影響は他の放射性物質に比べ極めて弱いものです。しかし、一般には極微量

でも非常に危険であると信じられており、安全性の観点において事実と一般的

な認識の間に大きな帝離が見られます。土の帝離を放置すると、一般社会と核

融合研究者間の相互信頼性を欠くことになり、これからの核融合炉開発に社会

的受容性が得られなくなる危険すら感じています。顔融合研究者内においても、

核融合の研究と称しながら、トt」チウムは怖いからとその使用をためらったり、

あるいは核融合炉にかかわるトリチウムの放射線安全性についての正確な認識

を欠いたまま、いたずらに安全性を喧伝したりするこ とが時たま見られます。

さらにDT核融合炉ではそれにより発生する中性子のエネノレギーを変換利用

宜且ものであるため、使用される材料は必然的に放射化されます。エネルギー

発生装置としての実用核融合炉が、経済的に見合うものであると同時に、放射

線安全性の観点から社会的にも受容されるものでなければなりません。トリチ

ウムの使用および材料の放射化により安全性が脅かされてはならないのです。

もちろんいたずらにその危険性を吹聴するのもどうかと思いますが、正確な知

識と予測に串とづい七、核融合炉でトリチウムを使用すること、構造材料は放
射化す▼ること、このため、核融合炉の保守点倹は、それらの作業従事者にとっ

て原子炉よりはるかに難しく・、場合によっては危険であること牢、知ってもら
いたいと思います。もちろんトリチウム研究者はそれなりに努力しております

亀⑳



が、力及ばぬところもあります。核融合を推渡するコミュニティーとして今回

のような提言を出される際には、核融合はトリチウムを使用し、かつそこで使

われる物質は放射化することを共通認識としていただき、放射線考全の観点か
ら核融合炉開発に支障がでないようにするため、また核融合が社会に広く受け

入れられるために、ト リチウムの研究および放射線安全の が必要であるこ

とを是非とも言及していただきたいと思います。

1！や、、


